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海産無脊椎動物の発音行動

「海の底」，または「水の底」という比喩は，どちらかといえ
ばとても静かな様子の例えに使われることが多いかと思う．し
かし実際の海の底は，多くの無脊椎動物が発する音で満ちてい
る．例えば，テッポウエビの高速ハサミ閉じ行動に伴う破裂音
（see, Dumortier, 1963 for review）やヤドカリが貝殻闘争で発
する打撃音（Briffa & Elwood, 2000; Briffa & Elwood, 2001）な
ど，甲殻類の様々な分類群で発音する行動が知られている．テ
ッポウエビの発音は水中の無脊椎動物由来の音としては研究の
歴史が長い（Johnson et al., 1947; Everest et al., 1948）．しかし
この破裂音が高速ハサミ閉じにより発生する水流と，それに伴
って発生するキャビテーション気泡崩壊により発生することは
2000年代に入ってから検証された（Versluis et al., 2000; Tang & 
Staak, 2019）．最近では多毛類のオトヒメゴカイの仲間が同種
他個体で向かい合わせになったときに高速水流を口吻から放つ
ことで発音する（Goto et al., 2019）ことが知られ，音を出す構
造と発音行動が甲殻類以外の水産無脊椎動物にも存在すること
が判明している．

甲殻類の生活における音の機能

音の役割については長らく，野外や水槽での観察から推量す
るほかなかったが，最近ではアメリカザリガニの発音（Buscaino 
et al., 2012）やヒラツメガニのなかまの発音（Buscaino et al., 
2015），それからハクセンシオマネキの発音 （Takeshita & 
Murai, 2016）で異性を引きつける信号として機能することが
実験により検証されている．テッポウエビではテリトリーや巣
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の防衛に音を用いている（Lillis et al., 2017; Duffy et al., 2002）
ことが判明している．また，イセエビでは発音が捕食者である
タコの掴みかかりから逃れやすくする（Bouwma & Herrnkind, 
2009）ことが示されている．
しかし，これまで発音行動の役割が研究された甲殻類は体が

比較的大型（体長数 cm～数十 cm）で観察しやすい開けた環
境に生息していて，観察される（聴かれる）音は人間の耳にも
聞き取りやすい大きな音を出すもの限られていた．潮間帯の岩
場や潮下帯にいる端脚類や等脚類といったより小さな体の甲殻
類 （ここでは体長数 mm～１cmを指すものとする）に発音行
動が存在するか否かは，種数の多さもあってほとんどの種で知
られていない．しかし古くから，端脚類のある種では咬脚に摩
擦音を発生させると思しき構造（Stephensen, 1938）が発見さ
れている．また，タナイス類ではハサミの指節と前節をこすり
合わせて音を出すと考えられる横溝（Kakui et al., 2010）が発
見されている．最近では，等脚類のウミナナフシの一種でも摩
擦発音器官と考えられる構造が見つかっている（Kakui & 
Shoki, 2021）．近年，ハイスピードカメラの撮影による研究の
発展に伴い，端脚類の１種で咬脚を高速で閉じることでスナッ
ピング音を発生させる（Longo et al., 2021）ことが判明してい
る．個人的にはまだまだ，多くの種で発音行動が観察されない
ままになっていると考えている．

コツブムシ類の生活における音の機能

水生の等脚類であるコツブムシの仲間で，いくつかの種のオ
スは，繁殖期の住処（カイメンの胃腔やフジツボの死殻の穴）
の入り口に頭をつっこみ，尾肢と尾節を外側に突き出す姿勢を
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図１　 フジツボの殻の中のニホンコツブムシ（赤○内），オスが尾節の後ろ末端をフジツボ殻の開口部から外に出して定位し
ている．写真は水槽の中に殻を置いた状態で撮影したものだが，海中から採集した場合も同じ姿勢をとることが多い．
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取る（図１）．オスが防衛する住みかの中には，複数のメスが
おり，そこで繁殖する（Holdich, 1968; Shuster, 1989）．
ニホンコツブムシのオスでは，フジツボ内でほかのオスと出
会ったときに発音をする（図２）ことが観察された（Nakamachi 
et al., 2015）．体長10～20 mmほどのオスが発する音だが，水
槽から離れた人間の耳にも届くほどの大きさで発音する．興味
深いことには，片方のオスが発音すると，数秒後に他方のオス
も発音することがある．発音が種内の社会関係においてどのよ
うに機能しているかは，「ライバルのオスや捕食者への威嚇」
と推定されるにとどまっているが，摩擦音を媒介として，フジ

ツボの殻の所有を巡る何らかの信号のやり取りをしていること
が暗示される．
シリケンウミセミのオスは，腹節の背中側に，体の後方に向

かって伸びる１本のツノのような突起を持つ．さらに，オスの
尾肢はメスのそれに比べて非常に大きく発達する．この種もま
た，フジツボの死殻に１～数匹のオスと多数のメスからなる集
団を作り，そこで繁殖をする（Nakamachi & Asakura, 2020）．
プラスチックパイプを短く切って，水槽の壁際の底に断面を立
てて接着し，パイプの中に１匹のオスを定位させ，しばらくし
てから水槽に後から他の個体を入れると，先にパイプにいたオ
スと後から来たオスが争う様子を観察できる．元からいたオス
はパイプの入り口で突起を素早く上下に振って，入ってこよう
とする個体を叩く行動をとる（図３）．突起をふりおろすのと
同時に摩擦音が発生する．大きくても体長８mmほどにしかな
らないシリケンウミセミのオスではあるが，この音もまた，人
間の耳でも聞こえるほどの大きさである．イセエビなどでは，
トゲのついた長い触角を外敵に振り下ろす際に，触角の発音器
から摩擦音を出すことが知られており，魚など外敵に対しては
触角による攻撃と発音による威嚇を組み合わせて，捕食者に攻
撃をためらわせ，捕食を回避することに役立っていると考えら
れている（Bouwma, 2006）．シリケンウミセミのオスの発音も
また，外敵やほかのオスに対して，角で挟むという脅しとして
働くのかもしれない．
より小さなサイズの甲殻類で，発音の役割を解明することは

水中での音や振動による交信が現在知られているよりも多くの
海産無脊椎動物で行われていることを明らかにするかもしれな
い．また，人間の海洋活動による音の影響が，多くの動物のそ
うした交信を撹乱していることを明瞭にするかもしれない．し
かし個人的にはなにより，海底で行われているかもしれない生
き物たちの「内緒話」を想像するのは非常に心が踊ると思う．

図２　 ガラス水槽の壁に接着された，半分に切ったプラスチックチューブ
の中にいる２匹のニホンコツブムシのオス．右のオスが先にチュー
ブのなかにいて，左のオスはあとから水槽に入れられた個体である．
このときは，右のオスが発音した．右のオスの体についているピン
ク色のものは先に水槽に入れたことを示す塗料である．

図３　 水槽の底に接着した短いプラスチックチューブの上にいる，２匹のシリケンウミセミのオス．右のオスはチュー
ブの中から尾肢（白矢印）とツノ状突起（赤矢印）をつきだして定位している．このようなときにほかの個体が
チューブに入ろうとすると，ツノ状突起を勢いよく上下に振りながら摩擦音を発する．なお侵入する個体がメス
でも，元からいたオスは発音する．
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筆者は現在，コツブムシを始めとした海産動物の研究を職業と
しては行ってはいないが，何らかの形で研究を続けられればう
れしいと思っている．
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